２－５　定期的な防災教育・訓練の実施

施設管理者は、土砂災害の危険性や前兆現象など、警戒避難体制に関する事項を職員に教育するとともに、訓練を実施する。

【防災教育・訓練実施記録例】
	実施日
	参加者

	年　　月　　日
	○○訓練：

	項目
	教育内容
	実施

	基本情報
	1
	土砂災害の種類
	・施設周辺で発生の可能性がある土砂災害の種類と特徴
	□

	
	2
	土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域
	・施設周辺の土砂災害(特別)警戒区域の範囲
	□

	
	3
	施設周辺で想定される土砂災害
	・災害危険箇所の確認手法及び確認内容
	□

	
	4
	気象情報の種類
	・情報の種類
・各情報の意味
・各情報の発表のタイミング及び発表機関
・各情報の入手先及び確認方法
	□

	
	5
	雨量・水位情報
	
	□

	
	6
	避難情報の種類
	
	□

	
	7
	土砂災害の前兆現象
	・施設周辺でみられる可能性がある前兆現象の内容及び確認方法
	□

	
	8
	緊急避難と避難所避難
	・避難の違いを確認
	□

	平常時の備え
	9
	施設周辺状況の確認
	・想定される土砂災害の影響範囲や危険箇所
	□

	
	10
	避難経路の確認
（施設外･施設内）
	・指定避難所までの避難経路(第1案)及び代替経路(第2案以降)
・施設内避難経路及び使用禁止場所･設備
	□

	
	11
	防災体制配備の目安
	・入手する情報とそれ対して配備する体制
・各防災体制時の参集職員(参集担当)
	□

	
	12
	役割分担
	・担当者ごとの役割内容
	□

	
	13
	職員の連絡体制
	・連絡元及び連絡先
	□

	
	14
	避難誘導計画
	・避難先、避難手段
・割当グループ、グループに属する施設利用者、留意事項
	□

	
	15
	避難支援体制
	・支援要請先(支援協力者)、支援内容
	□

	緊急時の行動
	16
	注意体制時の情報収集
	・緊急時の各情報の入手先
・緊急時に確認する情報の内容
・各情報の関係者・関係機関(調整先､通報先)
	□

	
	17
	警戒体制時の情報収集
	
	□

	
	18
	警戒体制時の避難準備
	・避難準備として実施すべき行動
	□

	
	19
	避難行動
	・避難時に実施すべき行動
	□

	その他
	20
	長野県内の災害事例
	・土砂災害の恐ろしさ、発生頻度　等
	□

	
	
	
	
	□

	訓　練
	21
	避難訓練の実施
	・毎年、梅雨前の6月に実施等
	□

	
	
	
	・毎年　地震総合防災訓練に実施
	□


§３　緊急時の行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３－１　注意体制時の行動

注意体制時(マニュアルP13§2　2-3-1「配備の目安」による)の行動を以下に示す。警戒体制への移行の目安(マニュアルP13　§2　2-3-1「配備の目安」を参照)となる情報を入手した場合は、総括責任者へ報告する。

①情報の入手及び伝達
情報収集連絡担当は、下記に示す気象情報、雨量情報、避難情報などを確認する。なお、避難情報が発表された場合、又は施設に危険が及ぶ災害情報を確認した場合は、直ちに総括責任者へ報告する。
【気象情報の確認】

	情報名
	入手先
	備考

	大雨予警報
	長野地方気象台HP
http://www.jma-net.go.jp/nagano/
長野県　河川砂防情報ステーション
http://www.sabo-nagano.jp/　
	長野県 河川砂防情報ステーションの危険度状況図のスネークグラフも確認する。
※これらの情報を入手した場合は直ちに避難準備を開始

	記録的短時間雨量情報 ※
	
	

	土砂災害警戒情報 ※
	
	

	雨量・水位情報
	長野県 河川砂防情報ステーション
http://www.sabo-nagano.jp/
poteka
http://www.potekanet.com/
川の水位情報
https://k.river.go.jp
	○○雨量のデータに注視する。
高瀬川水位のデータに注視する。
※POTEKA雨量計池田町4か所による雨量確認（中島、町役場、滝沢、陸郷）
危機管理型水位計


【避難情報の確認】

	情報名
	警戒
レベル
	入手先
	備考

	高齢者等避難
	３
	池田町から同報系防災行政無線、町のメール配信サービス等
	速やかに避難を開始する。

	避難指示
	４
	
	この時点で全員避難完了

	緊急安全確保
	５
	
	既に災害が発生している状況です。
命を守る最善の行動をとること。


【その他の情報の確認】

	情報名
	入手先
	備考

	施設周辺の災害情報
	大町建設事務所、池田町総務課、
○○自治会長・防災会長
	施設に危険が及ぶ災害情報が入った場合は北アルプス広域消防本部及び池田町総務課へ通報し、速やかに避難を開始する。


②土砂災害の前兆現象等の確認及び伝達

情報収集連絡担当は、施設周辺の土砂災害の前兆現象の有無や災害の発生状況を確認する。ただし、降雨状況等によって、がけ等に近づくことが危険と感じた場合は、確認できる範囲で把握する。なお、土砂災害の前兆現象又は、施設に危険が及ぶおそれがある変状等を確認した場合は、総括責任者に連絡すると共に、北アルプス広域消防本部及び池田町総務課へ通報する。

【土砂災害の前兆現象のチェックリスト】
	土砂災害の内容
	ﾁｪｯｸ

欄
	前兆現象例
	

	
	
	
	一般的に現象が見られるタイミング

	がけ崩れ

(急傾斜地の崩壊)
	□

□
	・湧水量が増加している

・がけの表面に流水が発生している
	災害2～3時間前

	
	□

□

□
	・小石がバラバラ落下している

・新たな湧水が発生している

・湧水が濁っている
	災害1～2時間前

	
	□

□

□

□

□

□
	・湧水が停止している

・湧水が噴き出している

・斜面がはらみ出している

・小石がボロボロ落下している

・地鳴りがする

・斜面に亀裂が入っている
	災害発生直前

	土石流
	□
	・流水が異常に濁っている
	災害2～3時間前

	
	□

□
	・渓流内で転石音がする

・流木がみられる
	災害1～2時間前

	
	□

□

□

□
	・土臭いにおいがする

・流水が急激に濁りだしている

・地鳴りがする

・渓流の水位が激減している
	災害発生直前

	地すべり
	□

□

□
	・井戸水が濁っている

・湧水が枯れている

・湧水量が増加している
	災害2～3時間前

	
	□

□

□

□

□

□
	・池･沼の水位が急変している
・斜面に亀裂･段差が発生､拡大がみられる

・斜面や構造物がはらみ出している
・根が切れる音がしている

・落石や小規模な崩落が見られる

・樹木の傾きがみられる
	災害1～2時間前

	
	□

□
	・地鳴りや山鳴りがする

・地面が振動している
	災害発生直前


【情報連絡先一覧】
	名称
	電話番号
	FAX番号
	備考

	大町建設事務所
	0261-22-5111
	0261-23-6532
	

	池田町総務課危機管理対策室
	0261-62-3131
	0261-62-9404
	町災害対策本部

	北アルプス広域消防本部
	緊急時　１１９
	
	

	自治会長・防災会長
	
	
	


３－２　警戒体制時の行動

警戒体制への移行の目安(マニュアルP13　§2　2-3-1「配備の目安」を参照)となる情報を入手した場合は、総括責任者が警戒体制の配備を判断する。

3-2-1　情報収集
①情報の入手及び伝達（マニュアルP19 §3　3-1「注意体制時の行動」を参照）
情報収集連絡担当は、注意体制時の気象情報等の情報収集及び、土砂災害の前ぶれ等の確認を引き続き行う。
3-2-2　避難準備

①避難の判断〈ガイドラインP5～P9を参照〉

（1）情報収集連絡担当者は、次の事象が発生又は発生の確認がされた場合は、速やかに総括責任者へ報告する。

　　　　・町から避難情報が発表された場合。
　　　　・土砂災害警戒情報が発表された場合。
　　　　・記録的短時間雨量情報が発表された場合。
　　　　・土砂災害が発生した場合。
・○○川の水位の急激な低下（前兆現象）が確認された場合。
・○○裏のがけに亀裂、クラックが発生（施設周辺に異常）を確認された場合。
・○○雨量観測局の雨量が時間雨量で○㎜以上、連続雨量で○㎜以上となった場合。（長野県河川砂防情報ステーションで確認）
・自己で観測している雨量観測の雨量が時間雨量で○㎜以上、連続雨量で○㎜以上となった場合。（ワンカップ雨量計）
・高瀬川十日市場水位の水位が2.0ｍとなった場合。
（長野県河川砂防情報ステーションで確認）
（2） 総括責任者は、上記報告を受けた場合、職員へ避難準備の開始を指示する。
ただし、最終的な避難方法の判断は「災害から命の危険をやり過ごす」ために、そのときどきで最も安全と判断される対応として「安全に移送することが可能な場合」と「移送中に危険が伴う場合」等について考慮し、マニュアルP11～P12に従って屋外避難、屋内避難を判断する。
　　
②避難に必要な情報の確認

　　　情報収集連絡担当は、以下の情報を確認する。

	情報名
	連絡先
	電話番号
	FAX番号

	指定避難所の開設状況
	池田町災害対策本部
	0261-62-3131
	0261-62-9404

	相互支援協定を結んだ避難所
提供に関して
支援協力の可否確認
	○○施設
○○病院
	
	

	避難ルート上の

県道大町明科線の道路情報
	大町建設事務所
	
	

	避難ルート上の

町道○○線の道路情報
	池田町建設水道課
	0261-62-3131
	0261-62-9404

	救急･救助、避難誘導に関する支援協力の可否確認
	自治会長･防災会長
	
	

	
	北アルプス広域消防本部
	緊急時　１１９
	

	避難時の輸送車に関する支援協力の可否確認
	○○病院
	
	

	
	○○診療所
	
	


③役割分担の確認（マニュアルP13 §2　2-3-2「役割分担」を参照）
総括責任者は、具体的な避難行動と今後の対応について施設職員に周知し、役割分担を確認する。
④避難支援の要請（マニュアルP17 §2　2-4-2「避難支援体制」を参照）
情報収集連絡担当は、必要に応じて避難誘導及び輸送車の支援、指定避難所の提供などについて要請する。
⑤施設利用者への対応（マニュアルP15 §2　2-4-1「避難誘導計画」を参照）
避難誘導担当は、施設利用者の人数、体調等を確認し、土砂災害の危険性について説明する。また、避難誘導計画（グルーピング計画）及び配車計画を確認する。
⑥施設利用者家族への対応
情報収集連絡担当は、施設利用者の家族へ避難先等を連絡する。
⑦緊急持ち出し品の準備
サポート担当は、避難に必要な資機材、緊急時持ち出し品等を準備する。
３－３　避難行動
総括責任者は、避難準備が整ったら直ちに各担当へ避難開始を指示する。
①避難誘導と避難支援（マニュアルP20 §3　3-1「情報連絡先一覧」を参照）
必要に応じて、避難誘導担当は、避難支援者と連携し、施設利用者の避難誘導を実施する。

情報収集連絡担当は、町総務課または災害対策本部へ避難開始の報告を行う。
総括責任者は、降雨状況や避難路の状況等により、臨機応変にそのときどきで最も安全と思われる避難方法の変更等を判断する。

②その他の対応

避難誘導担当は、避難が完了した時点で職員及び施設利用者の安否確認をし、総括責任者へ報告する。

情報収集連絡担当は、町総務課または災害対策本部及び家族へ完了の報告をする。
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